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一一般般財財団団法法人人用用瀬瀬町町ふふるるささとと振振興興事事業業団団経経営営状状況況報報告告  

 

 

１１  法法  人人  のの  概概  要要  

 

 （１）名 称  一般財団法人用瀬町ふるさと振興事業団 

 

 （２）目 的  当法人は、鳥取市用瀬町に伝わる流しびなの伝統行事を後世に伝承すると

ともに、その文化を伝える施設の管理運営に関する事業を行い、もって地

域振興に寄与することを目的とする。 

 

 （３）一般財団法人認可年月日    平成２５年３月１９日 

           （財団法人用瀬町ふるさと振興事業団設立許可年月日 平成４年４月１日） 

 

 （４）設立登記年月日      平成２５年４月１日 

           （財団法人用瀬町ふるさと振興事業団設立登記年月日 平成４年４月１０日） 

 

 （５）指定正味財産  出捐金      ２，０００，０００円 

                        内 訳   鳥取市            １，０００，０００円 

                       鳥取いなば農業協同組合   ５００，０００円 

                                     八頭中央森林組合         ３００，０００円 

                                     鳥取市南商工会           ２００，０００円 

 

 （６）役 員 構 成  理 事  理事長 西村清太郎 他９名 

             評議員  ３名 

                      監 事  ２名 

 

  （７）事 務 所  鳥取市用瀬町別府３３番地３ 
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２２  令令和和４４年年度度事事業業実実施施状状況況  

 

 

 当法人は、令和４年度の事業として掲げる、 

 （１）流しびな行事の実施に係る事業 

 （２）流しびな行事の文化を広く伝える施設「流しびなの館」の管理運営に係る事業 

 （３）観光客への土産物販売事業 

 （４）観光客の休息のための飲食店営業事業 

 （５）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

に則り、諸事業を遂行するとともに、経費のより一層の削減と集客・収入増加へ向けて取り組んだ。 

 

 

 新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、令和４年５月のもちがせ流しびなマラニック大会は鳥

取県内参加者に限って実施となり、１０月のふれあいまつり、３月の童謡をうたう会はいずれも実施さ

れたが、９月の月を愛でる会は中止となった。さらには、長引く影響で入館者減少が続いた。 

 特別展示としては、「中国・四国地方の郷土人形展」を通年実施した。 

  また、地元のときわ流しびなの会と連携した「流しびなづくり体験」にも大きく影響し、延べ６件、

１０８名の利用にとどまった。 

 入館者については、密を避ける意図もあり、また団体バスツアーの運行が減少した状況下で、さらに

年末年始の頃に、オミクロン株による感染拡大が全国的に広がり、外出自粛の要請が出るなどして観光

客の減少に拍車がかかり、入館者の低迷が続いた。 

 

 

 観光物産センターにおいては、喫茶で新たなメニューを追加しテイクアウト弁当に力を入れるととも

に、ランチに工夫を重ねて内容をより充実させ、特に地元を含め近隣の利用者に好評を得ている。しか

し、仕入れの原材料の価格が急激に高騰し、値上げが何度も続いた影響で、提供する価格も値上げをせ

ざるを得ない事から、苦しい運営が続いた。 

 ２階の和室を利用した食事、法事の会食、弁当等の利用は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響に

よって団体利用や飲酒を伴う利用が控えられ、夜間の予約利用もほとんどない状況で収入は低迷してい

るものの、少しずつではあるが令和３年度より収入が増加した。 

 

 

 喫茶部門においては、原材料をなるべく地元産にして地産地消を心掛け、地元の人が安く安心して利

用できるよう取り組むとともに、衛生面における職員の安全意識をより一層高め、食中毒等の防止とさ

らにはコロナ感染防止対応を心掛け、消毒の徹底と排煙窓を利用した換気も年間を通して実施しつつ、

業務上の事故防止に万全を期した。 

 

 

 運営については、新型コロナウイルス下での観光客の低迷による収入の大幅な減少が続いたが、国や

鳥取県・鳥取市からの対策支援金・応援金の交付を得て、何とか黒字による事業遂行となった。 

 

 

 

 

 

 

（１）令和４年度施設利用状況  

 

令和４年度 総利用者数                          (単位：人) 

流しびなの館 観光物産センター 

展示室入館者 ５，２７１ 売店利用者数 １６，１１８ 

ふれあいホール ４０６ 喫茶利用者数 １０，５１１ 

  休憩室利用者 １，３６２ 

小 計 ５，６７７ 小 計 ２７，９９１ 

利用者合計                               ３３，６６８ 

 

業務別 内訳   

①  流しびなの館                                   （単位：人） 

 展 示 室 入 館 者 数 内 訳 

 展示室入館者 

 

 ５，２７１ 

有料入館者 

 

  ２，５８８ 

無料入館者 

中学生以下 

   ９０６ 

無料入館者 

障がい者等 

３３２ 

無料入館者 

要介護者等 

   １４２ 

無料入館者 

その他 

 １，３０３ 

入   館   料  

   ５３０，０７２円  

 

②  観光物産センター                                              (単位：円) 

 

 

 

 

 

 

販    売 

受    託    商     品 買    取   商    品 

受託販売額 精  算  額 差引手数料 売  上  額 仕  入  額 差引収益額 

   1,372,165     966,909      405,256  

切手類取扱手数料 

     36,922  

   22,060      82,500  △60,440  

 

 

喫      茶 

売  上  額 原材料費 差引収益額 

  10,583,989     3,456,044     7,127,945  

 

  創作料理「雛ものがたり」利用数                           （単位：人）  

４月    4  ５月   1 0  ６月   8 5  ７月    1 5  ８月    6  ９月  1 4  

10月  1 0 2  1 1月   1 7 9  1 2月    1 0  １月    1 2  ２月    3  ３月   5 0  

                                                 合計   ４９０  

 

③ 施設利用件数及び人数 

流しびなの館ふれあいホール 観光物産センター休憩室 使 用 料 

   ２０件  ４０６人 １３６件 １，３６２人 ５０，０００円 
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（１）令和４年度施設利用状況  

 

令和４年度 総利用者数                          (単位：人) 

流しびなの館 観光物産センター 

展示室入館者 ５，２７１ 売店利用者数 １６，１１８ 

ふれあいホール ４０６ 喫茶利用者数 １０，５１１ 

  休憩室利用者 １，３６２ 

小 計 ５，６７７ 小 計 ２７，９９１ 

利用者合計                               ３３，６６８ 

 

業務別 内訳   

①  流しびなの館                                   （単位：人） 

 展 示 室 入 館 者 数 内 訳 

 展示室入館者 

 

 ５，２７１ 

有料入館者 

 

  ２，５８８ 

無料入館者 

中学生以下 

   ９０６ 

無料入館者 

障がい者等 

３３２ 

無料入館者 

要介護者等 

   １４２ 

無料入館者 

その他 

 １，３０３ 

入   館   料  

   ５３０，０７２円  

 

②  観光物産センター                                              (単位：円) 

 

 

 

 

 

 

販    売 

受    託    商     品 買    取   商    品 

受託販売額 精  算  額 差引手数料 売  上  額 仕  入  額 差引収益額 

   1,372,165     966,909      405,256  

切手類取扱手数料 

     36,922  

   22,060      82,500  △60,440  

 

 

喫      茶 

売  上  額 原材料費 差引収益額 

  10,583,989     3,456,044     7,127,945  

 

  創作料理「雛ものがたり」利用数                           （単位：人）  

４月    4  ５月   1 0  ６月   8 5  ７月    1 5  ８月    6  ９月  1 4  

10月  1 0 2  1 1月   1 7 9  1 2月    1 0  １月    1 2  ２月    3  ３月   5 0  

                                                 合計   ４９０  

 

③ 施設利用件数及び人数 

流しびなの館ふれあいホール 観光物産センター休憩室 使 用 料 

   ２０件  ４０６人 １３６件 １，３６２人 ５０，０００円 
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（２）令和４年度決算書 （令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで） 

 (単位：円) 

収       入 

科     目 金    額 

 

１ 指定財産運用収入 

２ 事 業 収 入 

   （入館料） 

    （販売喫茶） 

    （施設使用料） 

３ 指定管理料他収入 

４ 雑 収 入 

５ 前期繰越収支差額 

 

         34 

 11,628,299 

             （530,072） 

            （11,048,227） 

               （50,000） 

 21,944,607 

     58,069 

 11,268,763 

収  入  合  計 ４４，８９９，７７２ 

支      出 

 

１ 事  業  費 

  １流しびな伝承事業 

  ２施設管理事業 

    １流しびなの館管理事業 

        （人 件 費） 

        （事業経費） 

    ２観光物産ｾﾝﾀｰ管理事業 

        （人 件 費） 

        （事業経費） 

 

２ 管    理    費 

 

  29,412,327 

     333,007 

  

  10,748,040 

             （4,670,942） 

             （6,077,098） 

  18,331,280 

            （12,134,428） 

             （6,196,852） 

 

   2,806,981 

支    出    合    計 ３２，２１９，３０８ 

                          次期繰越額   １２，６８０，４６４円 
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（３）令和４年度貸借対照表  （令和５年３月３１日現在） 
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（４）令和４年度正味財産増減計算書 

     （令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで） 

 

 

（５）令和４年度財産目録（令和５年３月３１日現在） 

 

 

                                                                     
 
 

３  令和５年度事業計画及び予算 

 

（１）令和５年度事業計画 

１． 流しびな行事伝承事業 

 

  流しびな行事の運営実施 

流しびなに向けての体制づくり。 

 

令和５年４月２２日の流しびな行事の実施。 

用瀬流しびな実行委員会に全面協力し、町内公民館（自治会）組織や各団体と連携して運営

実施の準備をする。 

 

     令和６年４月１１日実施予定の次回流しびな行事に向けてポスター等作成や体制作りに協力 

する。 

 

 

 

２． 流しびなの館  観光物産センター管理運営事業 

 

特別展 年４回（期間３ヶ月程度を４回）実施予定。 

マラニック、公民館まつり等、地域の行事に協力実施。 

１０月の「用瀬町ふれあいまつり」に会場提供。 

ときわ流しびなの会と連携し、流しびな製作体験を実施。（通年） 

ホームページ等を活用し、情報発信を行う。（通年） 

 

 

３． 特産品販売事業 

 

売店 受託販売方式により、市内及び町内特産品のＰＲ・展示販売。 

 

 

４． 飲食店営業事業 

 

喫茶 ２階和室での「雛ものがたり」の需要を県外客にも広げる。 

   （旅行会社へのＰＲの強化） 

コーヒー、ジュース及びランチ、うどんなどの食事の提供。 

   和室を利用した食事会、懇親会の誘致。 

８月の「用瀬町ふれあいフェスティバル」に協賛、ラーメン出店。 

９月の「用瀬の月を愛でる会」に会場提供協賛。 
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（５）令和４年度財産目録（令和５年３月３１日現在） 

 

 

                                                                     
 
 

３  令和５年度事業計画及び予算 

 

（１）令和５年度事業計画 

１． 流しびな行事伝承事業 

 

  流しびな行事の運営実施 

流しびなに向けての体制づくり。 

 

令和５年４月２２日の流しびな行事の実施。 

用瀬流しびな実行委員会に全面協力し、町内公民館（自治会）組織や各団体と連携して運営

実施の準備をする。 

 

     令和６年４月１１日実施予定の次回流しびな行事に向けてポスター等作成や体制作りに協力 

する。 

 

 

 

２． 流しびなの館  観光物産センター管理運営事業 

 

特別展 年４回（期間３ヶ月程度を４回）実施予定。 

マラニック、公民館まつり等、地域の行事に協力実施。 

１０月の「用瀬町ふれあいまつり」に会場提供。 

ときわ流しびなの会と連携し、流しびな製作体験を実施。（通年） 

ホームページ等を活用し、情報発信を行う。（通年） 

 

 

３． 特産品販売事業 

 

売店 受託販売方式により、市内及び町内特産品のＰＲ・展示販売。 

 

 

４． 飲食店営業事業 

 

喫茶 ２階和室での「雛ものがたり」の需要を県外客にも広げる。 

   （旅行会社へのＰＲの強化） 

コーヒー、ジュース及びランチ、うどんなどの食事の提供。 

   和室を利用した食事会、懇親会の誘致。 

８月の「用瀬町ふれあいフェスティバル」に協賛、ラーメン出店。 

９月の「用瀬の月を愛でる会」に会場提供協賛。 
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３３    令令和和５５年年度度事事業業計計画画及及びび予予算算  

 

（１）令和５年度事業計画 

 

 

１． 流しびな行事伝承事業 

 

流しびな行事の運営実施 

流しびなに向けての体制づくり 

 

令和５年４月２２日の流しびな行事の実施。 

用瀬流しびな実行委員会に全面協力し、町内公民館（自治会）組織や各団体と連携して運営実施

の準備をする。 

 

令和６年４月１１日実施予定の次回流しびな行事に向けてポスター等作成や体制作りに協力 

する。 

 

 

 

２． 流しびなの館  観光物産センター管理運営事業 

 

特別展 年４回（期間３ヶ月程度を４回）実施予定。 

もちがせ流しびなマラニック大会、公民館まつり等、地域の行事に協力実施。 

１０月の「用瀬町ふれあいまつり」に会場提供。 

ときわ流しびなの会と連携し、流しびな製作体験を実施。（通年） 

ホームページ等を活用し、情報発信を行う。（通年） 

 

 

３． 特産品販売事業 

 

売店 受託販売方式により、市内及び町内特産品のＰＲ・展示販売。 

 

 

４． 飲食店営業事業 

 

喫茶  ２階和室での「雛ものがたり」の需要を県外客にも広げる。 

    （旅行会社へのＰＲの強化） 

コーヒー、ジュース及びランチ、うどんなどの食事の提供。 

      和室を利用した食事会、懇親会の誘致。 

８月の「用瀬町ふれあいフェスティバル」に協賛、ラーメン出店。 

９月の「用瀬の月を愛でる会」に会場提供協賛。 
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（２）令和５年度予算 

 

                                              (単位：円) 

収       入 

科     目 金    額 

１ 指定財産運用収入 

 

２ 事 業 収 入 

   （入館料） 

    （販売喫茶） 

    （施設使用料） 

 

３ 指定管理料等収入 

 

４ 雑 収 入 

 

５ 前期繰越収支差額 

 

 

 

 

 

          0 

 

 13,400,000 

             （750,000） 

            （12,600,000） 

              （50,000） 

 

 19,642,000 

 

    100,000 

 

11,718,000 

 

 

 

 

 

収  入  合  計 ４４，８６０，０００ 

支      出 

１ 事  業  費 

  １流しびな伝承事業 

  ２施設管理事業 

   １流しびなの館管理事業 

        （人 件 費） 

        （事業経費） 

    ２観光物産センター管理事業 

        （人 件 費） 

        （事業経費） 

２ 管    理    費 

３ 予    備    費 

 

 

 

 

 

 

  30,194,000 

     200,000 

 

  11,830,000 

             （6,200,000） 

             （5,630,000） 

  18,164,000 

            （12,185,000） 

             （5,979,000） 

   2,948,000 

 11,718,000 

 

 

 

 

 

 

支    出    合    計 ４４，８６０，０００ 

 

 



１１　　法法人人のの概概要要

(１)

(２)

(３)

(４)

(５) 取 締 役 　９名

監 査 役 　２名

代 表 取 締 役 　茂上　正道

(６)

２２　　令令和和４４年年度度経経営営概概要要

（１）農林事業

名 称 株式会社さじ弐拾壱

株株式式会会社社ささじじ弐弐拾拾壱壱経経営営状状況況報報告告書書

役 員

目 的

設 立 年 月 日

資 本 金

過疎化に伴い、農林業をはじめ地場地域産業の従事者の高齢化および、後継者不

足が顕在化し、農林地の荒廃、離農などの農林業の衰退傾向が続いている佐治村

(現:鳥取市佐治町)で、地域住民の生活を守り、地域産業の振興を具体的なもの

とするため、行政や地元企業をはじめ多くの方の出資のもと設立。

　作業収入２４，１８３千円の計画に沿って事業促進してまいりました。

　農作業受託・農地維持管理事業では、長年の赤字経営を改善すべく、維持管理料の新設や消耗品な

どの経費削減、細目なメンテナンスによる修繕費削減、効率的な事業構成や人員配置を行うなどの経

営の健全化へ向けた取り組みを行いましたが、収入保険などの雑収入を除けば１６０千円の赤字とな

りました。引き続き、経営改善に努めて参ります。

　道路管理部門では、作業員の確保に努め、受託体制を維持・強化を行い、除雪作業や凍結防止剤散

布作業の増加によって利益を確保することができました。

　農林事業全体では、２４，１８３千円の計画に対し４０，３０３千円の収入実績となり計画比１６

７％となりました。

平成７年１月３０日

事 務 所 鳥取市佐治町加瀬木２５１９番地３

金３０,０００,０００円（うち鳥取市出資金１６,５００,０００円）

　株主と地域住民の期待と信頼に応える為、各事業が計画達成へ努めてまいりました。

　長期化する新型コロナウイルス感染症による外食産業の消費減少を受けた米価の下落、たんぽり荘

における団体客の減少、光熱水費・物価高騰など厳しい状況ではありましたが、除雪作業の増加、感

染防止対策を講じた施設運営による利用率の向上、経費削減に努めたことで、利益を確保することが

できました。また、積極的な研修参加、資格取得による職員の能力向上、ルーティン業務の見直しや

効率的な人員配置、経費管理の徹底による筋肉質な経営体質に向けた取り組みを行いました。

　令和４年度の事業結果としましては、計画５２，１２９千円に対して７１，２５４千円の収入実績

（計画比１３７％）となり、最終的に当期純利益は５，５１３千円の黒字となりました。

　以下各事業の経過を報告いたします。




